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 (1)合宿研修 

 

1材料・応用化学科（応用生命化学教育プログラム、応用物質化学教育プログラム） 

 9/26（火）に日帰りで、デンカ㈱大牟田工場および同仁化学研究所㈱を訪問し、会社概要の説明をしていた

だいた後に工場を見学した。参加者は２年次学生 85 名、引率教員は２名（西山勝彦、金 善南）であった。同仁

化学研究所㈱では、旧物質生命化学科を卒業または修了された方々が紹介・誘導してくれたこともあり、学生は

社員の皆さんに積極的に質問していた。会社概要説明では環境教育の要素も組み込まれており、後学期から

始まる化学実験での薬品や廃液の取り扱い方に変化があることを期待したい。 

 

2材料・応用化学科（物質材料工学教育プログラム） 

 物質材料工学教育プログラムに配属された直後の 2 年生を対象に学生間の交流と教育プログラムへの帰属

意識を高めることを目的として 5月 12、13日に 1泊 2日の合宿研修を実施した。参加者は 2年生 48名、同伴

大学院生 3 名、引率教員 3 名。1 日目は国立阿蘇青少年交流の家に宿泊し、課外活動として阿蘇の地下水の

歴史やグループディスカッションを行い学生同士の親睦を深めた。2 日目は震災遺構「旧東海大学阿蘇キャン

パス」を見学し、熊本地震について学んだ。大学院生の同伴により、物質材料工学教育 PG での 3 年間やその

後の進路についてのイメージをもち考える機会となった。 

 

3機械数理工学科（機械工学教育プログラム、機械システム教育プログラム、数理工学教育プログラム） 

 入学後、間もない１年生学生どうしの親睦を深めるため、機械数理工学科での今後の学び方の指針をえるた

め、また機械数理と SDGsの関わりについて学ぶ機会として、５月１３日（土）に阿蘇周辺地域への研修旅行を実

施した。研修場所は阿蘇火山博物館および震災遺構「旧東海大学阿蘇キャンパス」であった。 

 

 

4土木建築学科(土木工学教育プログラム・地域デザイン教育プログラム) 

学科の学生同士、学生と教員間の親睦を深めること、土木建築学に関連する施設を見学し、今後の大学生活

や勉学に対する意識を涵養することを目的として、1泊 2日の合宿研修を令和 5年 9月 21日（木）～9月 22日

（金）の日程で実施した。引率教員・職員は 8 名、見学施設や宿泊施設における協力教員 2 名、学生参加者人

数は 46名（初日）、51名（二日目）であった。以下、詳細を記述する。 

初日は午前 8時に熊本大学を出発し、最初の目的地である緑川ダムに午前 9時 30分前後に到着した。緑川

ダムでは、まず最初に熊本県企業局が管理する緑川第一水力発電所内部の発電施設を見学後、企業局の仕

事内容に関するビデオを視聴した。ビデオでは、企業局が管轄する発電事業、工業用水道事業、駐車場事業

に関して学んだ。その後、ダム堤体内部の管理用通路に案内してもらい、堤体の安全管理のための種々の計測

装置や、堤体の構造について学んだ。その後、緑川ダムを午前 11時に出発し、午前 11時 30分に山都町の通

潤橋に到着した。通潤橋では昼食を取るとともに、通潤橋に関する説明を受けた。その中で、通潤橋が建設され

た理由や、現在の通潤橋を利用したまちづくり、景観保全などについて詳細な説明がなされ、土木遺産としての

通潤橋の在り方を学んだ。通潤橋を午後 12時 30分に出発し、初日最後の目的地である震災ミュージアムに午

後 13 時 45 分ごろに到着した。震災ミュージアムでは、地震メカニズム、防災・減災、熊本地震の被害、熊本地

震からの復興に関する展示施設を見学するとともに、熊本地震によって甚大な被害を受けた旧東海大学の阿蘇

キャンパス、地表面に現れた断層（地表面地震断層）を直接観察するという貴重な体験をすることができた。ミュ

ージアムを出発した後、午後 3 時 30 分ごろに、宿泊場所である阿蘇青少年交流の家に到着した。夜には、合



宿引率に協力した教職員と懇談会を実施し、グループに分かれてのクイズ大会や、今後の学生生活や将来に

関する談話会を実施した。 

 二日目は、午前 9時 30分に阿蘇青少年交流の家を出発し、午前 10時頃に立野ダムに到着した。立野ダム

は、日本で珍しい洪水調節に特化した流水型ダムであり、学生は事務室で立野ダム建設に関する動画を視聴

したのち、ダム堤体が望めるポイントに移動し、国交省の担当者からダム建設に関する詳細な話を聞いた。また、

今回の訪問の前に大雨が降っており、その際に立野ダムの機能によって白川の水位上昇が抑制された、という

話があり、学生たちはダムの重要性を改めて理解できたように思う。午前中に立野ダムを見学した後、阿蘇ファ

ームランドで昼食を取り、最後の見学現場である黒川第一発電所総合更新工事現場に午後 1 時 30 分頃に到

着した。そこでは、熊本地震によって被害を受けた発電施設および山体内部の水路トンネルなどの復旧工事が

実施されており、掘削途中の水路トンネルおよび発電所に向かう道路の建設現場を見学した。道路建設現場で

は、現場の岩盤特性から非常に軽い素材を用いて道路の基礎が作られており、現場の地理的状況や岩盤・地

盤状況に応じて建設手法を適宜変更する必要があるという土木工事の難しさを学生は学ぶことができたように思

う。 

 

日時： 令和 5 年 9 月 21 日（木）～9月 22日（金） 

場所：緑川ダム、通潤橋、阿蘇震災ミュージアム、立野ダム、黒川第一水力発電所復旧工事現場 

参加者: 学生 46 名（初日）、51名（二日目）、引率教職員 8名、協力教員 2名 

 

スケジュール 

 

 

 

 

滞在地名 現地時間 行程

100周年記念館前集合 7:45 点呼

熊本大学　発 8:00

美里町　着 9:30 緑川ダム・水力発電所見学 (1h30min)

熊本県下益城郡美里町畝野3456

美里町　発 11:00

山都町　着 11:30 通潤橋見学・昼食（ヒライの弁当） (1h)

熊本県上益城郡山都町長原

山都町　発 12:30

南阿蘇　着 13:45 震災ミュージアム見学 (1h)

熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽5435

南阿蘇　発 14:45

阿蘇市一の宮　着 15:20頃 阿蘇青少年交流の家

熊本県阿蘇市一の宮町宮地6029-1

阿蘇市一の宮　発 9:20頃

立野　着 10:00 立野ダム見学 (1h30min)

立野　発 11:30

南阿蘇　着 11:45 阿蘇ファームランド（昼食 1h30min）

阿蘇郡南阿蘇村河陽5579-3

南阿蘇　発 13:15

立野　着 13:30 黒川第一水力発電所復旧工事見学 (1h30min)

新阿蘇大橋見学（30min)　駐車場空いている場合

立野　発 15:30

熊本大学　着 16:30頃

2023年

9/22

（金）

2023年

9/21

（木）



5土木建築学科(建築学教育プログラム) 

４月に建築学教育プログラムに配属し建築の専門分野の学修に取り組み始めた２年生を対象に、実際の建

築物を体験することにより、建築設計に関する知識とセンスを深めることを目的として、くまもとアートポリスプロジ

ェクトの建築を中心に、５月に見学研修を例年行っている。令和５年度は、コロナウィルス感染に留意しながらバ

スに分乗して、浜田醤油、不知火美術館・博物館、天草ビジターセンターなど有名建築家による作品５箇所を見

学した。研修には病欠等を除くほぼ全員が参加した。 

意匠・構造・設備設計のポイントなどの説明を引率教員から受けながら、建築家の作品を実体験したことで、

学生にとって今後の専門の講義や設計演習、研究活動に活かせるものと期待される。 

 

6情報電気工学科（電気工学／電子工学／情報工学 教育プログラム） 

情報電気工学科では、例年、新入生に対して、入学直後に１泊２日の日程で合宿研修を行っている。これは

学生間の親睦を図ることとともに、本学科の教育研究についての説明、学生生活の心構えや注意等を行うことを

目的としている。今年度は、新型コロナの感染拡大により中止していた１年次合宿研修（１泊 2日）を、4年ぶりに

実施した。詳細は 2.7.1教育活動を参照のこと。 

 

7機械数理工学科（数理工学教育プログラム） 

数理工学教育プログラム（旧数理工学科）では，改組に伴い H30年度から機械数理工学科として研修旅行を

実施している。新入生の導入授業である「工学基礎実験」の一環として，機械数理工学科の専門科目を学ぶこ

との動機付けと社会に踏み出す際に必要な心構えについての教育を行うことを目的とした日帰りの研修旅行を

実施している。詳細については機械数理工学科（機械工学教育プログラム、機械システム教育プログラム）の研

修旅行報告書を参照されたい。 

 


